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（申請タイプ） 

 

 

【地域の基礎データ】 

人口：99,937 人（津山市／令和２年 10 月１日現在） 

51,556 人（坂出市／令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：31.1％（津山市／令和２年 10 月１日現在） 

35.1％（坂出市／令和 3 年 10 月 1 日現在） 

産業：製造業 など（津山市） 

製造業 など（坂出市） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：16 名（1 回生：7 名、2 回生：5 名、3 回生：4 名） 

活動期間：令和 3 年 7 月～ 

担当教員：木川剛志 

 

1．活動実施の経緯 

 JR 西日本と JR 四国、瀬戸内地域の自治体と大学が協力して行う産官学提携事業「瀬戸内

カレッジ」に参加しました。各地域の課題を踏まえて、若者視点を活用した地域活性化、旅

行需要の喚起、学生の成長機会の創出を目指すプロジェクトです。和歌山大学が担当した市

町村は、香川県坂出市と岡山県津山市です。  

2．活動の内容 

 参加学生は香川県坂出市と岡山県津山市の二つの班に分かれました。津山班は 9 月 21 日

から 23 日、坂出班は 11 月 22～23 日に現地実習を行いました。そして他大学と合同でオン

ラインで 7 月 10 日にキックオフミーティング、10 月 24 日に中間発表会、12 月 10 日に最

終発表会を行いました。本来は坂出班も 9 月の現地実習の予定でしたが、新型コロナウイ

ルスの拡大による緊急事態宣言があり延期。実習は難航しました。 

3．活動を通じて 

 津山班は歴史溢れる城下町で、現地実習では伝統工芸品や津山ならでは食材の可能性を

学びました。その上で、提案する旅ではターゲットをあえて”学生”とし、一歩踏み込んだ「大

人旅」と「スローツーリズム」を提案しました。坂出班は、特に離島の魅力を学び、それを

踏まえて新たな坂出ブランドの構築をテーマに提案しました。核家族化が進み、故郷を持た

ない新しい世代にとって魅力的な”故郷”となれるためにどうすべきか。“第２の故郷を探す

旅”を提案しました。 

 賞を取ることはできませんでしたが、豊かな学びがありました。 
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4．成果物（ポスター） 

 


